
資料２　　第5回河川保全利用委員会審議事項の整理表

審議事項
（議事順で整
理）

第5回河川保全利用委員会審議内容
（決定した事項並びに継続して検討する事項）

第5回から第6回までの検討結果
第6回河川保全利用委員会
審議内容

参考
（資料名）

１）第4回委員
会議事骨子の
確認

資料１ 第４回委員会議事骨子の内容を確認し、委員会
で承認をした。

（不要） （不要） －

滋賀県の委員出席は、参加が出来ないなら出来ないで
良いので、委員会として県の参加が委員かオブザーバ
かを明確にする形で結論を出す。

－ 口頭で状況報告する －

景観法との関連で、道路デザイン指針（案）の検討が進
んでおり参考にならないか

道路デザイン指針（案）とその解説：編集（財）道路環境研
究所　が発刊(2005.7.1)された。
　・原論編：道路デザインにあたっての原則的な考え方を概
説
　・実践編：道路デザインのルールや整備の考え方を示す
　・事例編：道路デザインを実践した事例を紹介

口頭で状況報告する －

委員会の議論となる資料で「野洲川の河川史・歴史的
資料」を準備する

①国土交通省河川局のホームページに近畿地方の河川情
報として「野洲川」を紹介
②琵琶湖河川のホームページに「野洲川風土記」で水害の
歴史を中心に自然､生活､文化を紹介

個別占用審査の際、地元の方からの発
言により補足を図る

－

委員会の議論となる資料で「1960年代の地形図」を準
備する

大正9年､昭和29年、平成15年発刊の2万5千分の１の地形
図を入手して､貼り合せてＡ３サイズに整理

占用個所の検討で拡大図が必要であ
れば、個別に準備をする

参考資料２

委員会の議論となる資料で「過去の航空写真」を準備
する

昭和22年（琵琶湖河川所有）、昭和50年（国土地理院国土
画像情報）、および昭和55年（琵琶湖河川所有）の航空写
真を入手して､貼り合せてＡ３サイズに整理

占用個所の検討で拡大図が必要であ
れば、個別に準備をする

参考資料２

委員会の議論となる資料で「水辺の国勢調査」のデー
タを準備する

第2回､第3回の委員会で内容を照会しているので､調査報
告書を準備する

委員に必要個所を閲覧して整理をおこ
なう

－

３）｢望ましい
川｣について
 －野洲川占用
施設の状況－

野洲川の公園占用の開始から現状まで占用期間を整
理する。また、占用施設に変化があるのか施設の変遷
を調べる。

①野洲川占用施設一覧に占用開始時期を追記した
②瀬田川､草津川は整理中

施設の変遷は、申請者からも説明を受
ける
占用施設のうち委員会審議の対象占
用施設を決めておく必要あり

資料３
資料６

全国の滑空場を調査して、総数、河川敷の利用､自衛
隊の基地の利用などを整理する

①インターネットから滑空場は５６件収集して一覧表に整理
②河川敷は３１件と５６％を占めている
③自衛隊基地は、霞の目、明野、岐阜､防府北の４箇所を
使用

①滑空場として使用されている現状を
報告
②利根川河川敷羽生滑空場を報告

参考資料３

グライダーの分かりやすい資料やモンタージュ写真が
欲しい。また河川敷の滑空場で問題は起きたのか？

①野洲川をベースにグライダーのモンタージュ写真を作成
②グライダー事故は、国土交通省航空・鉄道事故調査委員
会で内容を公開。滑空機（グライダー）事故は､平成17年に4
件発生。

①一般的な情報として報告する
②グライダー基地の使い方は、申請者
から説明を受けることで対応する

参考資料３

申請に必要な書類の中で｢ここを選んだ理由」が記載さ
れている状況を示せる資料の作成が必要

淀川管内河川保全利用員会では、申請者作成書類の項目
に盛り込まれている。

申請者が作成する事前協議申請の必
要項目として審議する

資料６

野洲川の環境に類似している河川利用の全国事例を
集める

高知の物部川､松山の重信川､埼玉の荒川（高麗川）を例
に､ふるさとの川整備計画、河川環境管理基本計画の切り
口で整理

理念・ガイドライン検討時のキーワード
として参考にする

資料４

琵琶湖河川事務所以外に河川保全利用委員会を実施
しているサンプルを集めて整理する

淀川河川事務所淀川管内河川保全利用員会で開催されて
いる。「淀川本流」「宇治川」「桂川」「木津川下流」の４委員
会があり、この活動状況を調査した

意見書の回答が９件完了している。審
議の進め方や使用資料を参考にする

資料５
参考資料１

４）河川敷地占
用許可準則の
一部改正につ
いて

（特になし） － － －

審議内容は、既存のサンプルを参考にガイドライン、理
念等を決めていくという方向で、野洲川から離れた事例
を用意して議論する

淀川管内河川保全利用員会の事例を参考に「事前協議申
請の審査の流れと提出書類」と「審議対象とする占用設備」
を事務局で整理した

***琵琶湖版の審議をする*** 資料６

次回に、原案とか、たたき台を議論するための、サンプ
ルを提案する。

今までの審議結果から｢理念｣と｢ガイドライン｣の整理を行
い、委員会で審議意見を反映できる形の検討フォームを作
成

***琵琶湖版の審議をする*** 資料７

具体的な検討を進めるには、WGの設置が必要ではな
いか

委員会規約では専門部会を設けるには手続きが必要。ＷＧ
の扱いは決めていない。

ＷＧの設置の必要性を審議する －

ガイドラインと理念を、次の二、三回のうちに固めるとい
う方向で、材料その他について委員長と事務局で相談
する

6，７，8回の委員会審議方法を決めて、申請者に事前申請
書類を作成を依頼する。
3月末の占用期限から考え､2回の委員会審議で、意見書を
取りまとめる。

今後の委員会運営､審議内容について
の資料で審議をする

資料８

６）傍聴要領に
ついて

前回提案の傍聴要領（改訂案）を整理したもので、委員
会として傍聴要領を承認した。

（不要） （不要） －

 －サンプル事
例の検討－

２）１６年度河川
保全利用委員
会活動のまとめ

５）委員会の今
後のスケジュー
ル

H17.9.１ 第６回委員会
資料－２



1／3

地点
番号

件名 許可受け者 占用面積(m2) 占用開始年月日 占用許可期間 期間満了年度 主な施設

① 野洲川小浜河川公園 守山市 守山市小浜地先 右岸 17,268.6 平成14年1月29日 平成１６年４月１日～平成１８年３月３１日 １７年度 多目的広場　2面

② 野洲川改修記念公園 守山市 守山市笠原町地先
(野洲川南流側帯)

左岸 23,097.0 昭和63年7月18日 平成１３年４月１日～平成１８年３月３１日 １７年度
ゲートボール場　7面
サッカー場　1面
グラウンドゴルフ場　1面

③ 野洲川川田河川公園 守山市 守山市川田町地先 左岸 34,152.4 平成14年3月27日 平成１６年４月１日～平成１８年３月３１日 １７年度
多目的広場　2面
緑地広場　1面
グランドゴルフ　1面

④ 野洲川ふれあい広場 野洲町守山市連名 野洲郡野洲町大字野洲字坂田地先付近左岸 57,461.7 平成6年10月6日 平成１４年８月９日～平成２１年９月３０日 ２１年度

せせらぎ広場
ホタル広場
イベント広場
自由広場

⑤ 野洲川立入河川公園 守山市 守山市吉身五丁目字裏川原付近 左岸 92,641.4 平成3年3月30日 平成１３年１月１６日～平成２０年３月３１日 １９年度

多目的広場　1面
グラウンド　1面

(少年ソフトボール場兼用)
バスケットコート　１面
野外ステージ　１面

⑥ 野洲川河川公園 野洲町 野洲郡野洲町大字野洲地先付近 右岸 138,388.4 昭和57年2月3日 平成１０年４月１日～平成２０年３月３１日 １９年度

健康広場
自由広場
中央広場
陸上競技場
グランドゴルフ場
芝生広場
ゲートボール場

バレーテニス兼用コート　1面
テニスコート　7面

⑦ 野洲川運動公園 栗東市 栗東市出庭字外川原付近 左岸 36,694.4 昭和48年11月1日 平成１５年１月６日～平成１７年３月３１日
１６年度
単純更新の
審査中

グランドゴルフ
パターゴルフ
テニス　4面
野球場　3面

場所

野洲川占用施設一覧
H17.9.1第６回委員会

資料－３



野洲川占用施設(公園)の利用形態の変化 2／3

１．野洲川小浜河川公園（守山市）
H14.1.29 国近整琵占調占第１７４号 ２４、２６、２７条許可（～H15.1.29) 17,268.60㎡
H14.5.19 国近整琵占調占第８１号 ２４、２６、２７条許可（坂路、ベンチ、植裁の変更） 17,268.60㎡
H15.1.30 国近整琵占調占第１５０号 ２４条許可（～H16.3.31) 17,268.60㎡
H16.3.31 国近整琵占調占第９５号 ２４条許可（～H18.3.31） 17,268.60㎡

２．野洲川改修記念公園（守山市）
S63.7.18 建近琵占調占第４２号 ２４、２６、２７条許可（～S66.6.30） 7,515.10㎡
S63.10.24 建近琵占調占第９７号 ２６条許可（ゲートボール場常設）
H8.1.19 建近琵占調占第９６号 ２４、２６条許可（H8.1.19～H13.3.31） 18,746.76㎡
H9.1.14 建近整備占調占第８３号 ２４、２６、２７条許可（～H13.3.31） 23,097.01㎡

（グランドゴルフ場設置）
H13.6.11 国近整日占調占第４２号 ２４条許可（～H18.3.31） 23,097.01㎡

３．野洲川田河公園（守山市）
H14.3.27 国近整日占調占第２０６号 ２４、２６、２７条許可（～H15.3.26） 34,152.40㎡
H15.1.8 国近整琵占調占第１５１号 ２６、２７条許可（工期延期）
H15.3.31 国近整琵占調占第１７４号 ２４条許可（～H16.3.31) 34,152.40㎡
H16.12.21 国近整琵占調占第９６号 ２４条許可（～H18.3.31) 34,152.40㎡

４．野洲川ふれあい広場（野洲町→野洲市、守山市）
H6.10.6 建近水第３３８号 ２４、２６、２７条許可（～H11.9.30） 56,502.96㎡
H8.4.1 ７建近琵占調占第１５３号 ２４、２６、２７条許可（工期延期）
H11.11.16 建近琵占調占第４２号 ２４条許可（～H21.9.30) 56,502.96㎡
H14.8.9 国近整琵占調占第１０３号 ２４、２６条許可（駐車場の変更・追加） 57,461.66㎡

５．多目的広場→野洲川立入河川公園（守山市）
H3.3.30 建近琵占調占第１２３号 ２４、２６条許可（新規）（～H8.3.31） 5,272.70㎡
H4.2.12 建近琵占調占第７１号 ２６、２７条許可（シェルター設置外）
H8.3.27 建近琵占調占第１４１号 ２４条許可（～H13.3.31） 5,272.65㎡
H9.5.17 建近琵占調占第３号 ２４、２６、２７条許可（H9.5.17～H19.3.31） 14,508.18㎡
H11.1.25 建近琵占調第１１号 ２６条許可（工作物の一部変更）
H11.3.3 建近琵占調占第５２号 ２４、２６、２７条許可 25,712.07㎡

（グランドゴルフ場、バスケットコート設置
　及び樹林群整備）

H11.12.27 建近琵占調占第４３号 ２４、２６、２７条許可（H11.12.27～H20.3.31） 57,376.98㎡
（球技広場、芝生広場、遊技広場の設置等の
　公園の拡張）

H12.10.13 建近琵占調占第２５号 ２６、２７条許可（工期延期・工作物の変更）
H13.1.16 国近整琵占調占第４号 ２４、２６、２７条許可（第４工区）（～H20.3.31） 92,641.37㎡

（芝生広場、森林、便益・休憩施設の追加）
H13.10.3 国近整琵占調占第１３２号 ２４、２６条許可（遊具施設の一部変更） 92,641.37㎡



野洲川占用施設(公園)の利用形態の変化 3／3

６．野洲川遊歩道／野洲川河川公園（野洲町）
S62.5.16 建近琵管占第１３号 ２４、２６、２７条許可（～S65.5.15) 1,247.90㎡
H3.12.16 建近琵占調占第６３号 ２４条許可（～H5.3.31） 1,247.90㎡
＜H5.12.13付け建近琵占調占第１号で統合＞

S57.2.3 建近水第１０号 ２４、２６、２７条許可（～S62.3.31）　（第１工区） 39,048.70㎡
S58.1.24 建近水第１６号 ２４、２６、２７条許可（～S62.3.31） 75,073.40㎡

（変更・第２工区の施工）
S59.3.6 建近水第３９号 ２４、２６、２７条許可（～S62.3.31） 137,121.40㎡

（変更・第３、第４工区の施工）
S59.12.13 建近琵管占第１４４号 ２６、２７条許可　（工期延期）
S60.3.2 建近琵管占第１８３号 ２４、２６、２７条許可　
S62.3.9 建近琵管占第１０４号 ２６条許可（園路の構造変更）
S62.5.16 建近琵管占第６号 ２６条許可（車止め設置）
S63.4.1 建近琵占調占第１４７号 ２４条許可（S63.4.1～S68.3.31） 137,140.50㎡
H5.12.13 建近琵占調占第１号 ２４、２６、２７条許可（～H10.3.31） 138,388.40㎡

（ゲートボール場→グランドゴルフ場に変更）
H8.5.9 ７建近琵占調占第１５０号 ２６、２７条許可　（少年野球場、駐車場設置）
H11.2.24 建近琵占調占第１３号 ２４条許可（～H20.3.31） 138,388.40㎡
H11.3.5 建近琵占調第６５号 ２６、２７条許可（グランドゴルフ増設、高木植裁）
H11.11.16 建近琵占調占第３２号 ２６、２７条許可（ベンチ増設、高木植裁）
H13.4.13 国近整琵占調占第５２号 ２６条許可（砂入人工芝張替）
H17.1.7 国近整琵占調占第２９号 ２６条許可（階段手摺り設置）

７．野洲川運動公園（栗東町→栗東市）
S48.11.1 滋賀県指令草土第２６８０号 ２４条許可【県許可】 34,027.66㎡
S50.11.5 建近水第３９３号 ２４、２６、２７条：当所許可 32,435.00㎡
S51.4.21 建近琵管占第８号 ２４、２６条許可（～S56.3.31） 32,435.00㎡
S52.7.12 建近琵管占第７４号 ２６、２７条許可
S53.12.8 建近琵管占第１１３号 ２６条許可
S55.2.18 建近琵管占第１５７号 ２６、２７条許可
S57.4.2 建近琵管占第２９号 ２４条許可（～S61.3.31） 32,608.00㎡
S57.4.2 建近琵管占第３４号 ２６条許可
S60.6.17 建近琵管占第４６号 ２６条許可（施設の一部撤去）
S60.8.12 建近琵管占第６９号 ２６条、５５条許可【栗東町道】
S61.11.20 建近琵管占第４号 ２４条許可（～S66.3.31) 25,256.30㎡
S62.2.12 建近琵管占第６７号 ２６条、２７条許可（駐車場及び進入路新設）
S62.3.25 建近琵管占第９８号 ２６条許可（進入路の舗装）
S63.3.14 建近琵占調占第１２０号 ２６条許可（テニスコートの形状変更）
S63.3.28 建近琵占調占第１６７号 ２６条許可（ソフトボール場ネット変更）
S63.11.25 建近琵占調占第１１１号 ２４、２６、２７条許可（施設縮小、芝部分の拡大）
H1.3.6 建近琵占調占第１６８号 ２６、２７条許可（ソフトボール場ネット変更外）
H2.2.19 建近水第３７号 ２４、２６、２７条許可（～H3.4.1） 26,564.90㎡

　　　　　　　　　　　　 (～H7.1.31) 26,167.90㎡
（提外民地買収による公園拡張）

H3.12.27 建近水第５５４号 ２４、２６、２７条許可 28,126.60㎡
（提外民地買収による広場等新設）

H7.2.24 建近琵占調占第５４号 ２４、２６、２７条許可（～H12.3.31)　（工期延期） 28,126.60㎡
H9.1.14 建近琵占調占第９３号 ２６条許可（階段の形状変更）
H9.12.5 建近琵占調占第６５号 ２４、２６条許可（陸上競技場改築） 35,685.865㎡
H11.12.2 建近琵占調占第４５号 ２６条許可（ラグビーゴール設置）
H13.1.31 建近琵占調占第５号 ２６条許可（テニスコートの砂入人工芝）
H13.1.31 建近琵占調占第１１号 ２４条許可（～H17.3.31) 35,685.87㎡
H14.3.8 国近整琵占調占第２１１号 ２６条許可（シェルター設置）
H15.1.6 国近整琵占調占第１３０号 ２４、２６条（～H17.3.31) 36,694.36㎡

（グランドゴルフ場設置）



野洲川との類似河川における整備計画

指定年度 認定年度 計画経緯 全体テーマ・基本理念 基本方針 全体テーマ・基本理念 基本方針

野洲川 Ｈ-8 Ｈ-10

「明日の野洲川を考える懇談会」
（平成6.7年度）に基づき、ふるさとの
川整備を整理。

基本理念
①治水対策の一層の推進
②野洲川の歴史文化の継承
③野洲川の貴重な自然環境の保全
と再生
④野洲川らしさを活かした空間利用
⑤「清流のふるさと」の復活
⑥野洲川と地元住民との関係の新
たな構築

①まちづくりに寄与する水辺空間整
備
②野洲川の貴重な自然の保全と育
成
③地域と野洲川が築いてきた歴史
の薫りが漂う場づくり

－ －

出典「淀川水系野洲川
ふるさとの川整備計画
書」

物部川
（1級・直轄）

Ｈ-9 -

既往の水辺整備事業として「STEP
UP ものべ計画」を継承し、まちづく
りと一体となった水辺整備の観点を
踏まふうさとの川整備計画を策定。

全体テーマ
人とまちと自然がふれあう　ものべ
の川づくり
基本理念
①物部川を軸としたふれあい交流
の促進
②ふるさとの自然に親しめるやすら
ぎ空間の創出
③水の恵み培われた歴史・文化の
継承

①まちのシンボル、ふれあい交流拠
点となる川づくり
②次世代と担う子供たちが楽しく学
べる川づくり
③誰もがふるさとの自然にふれあ
い、憩える川づくり
④人々の暮らしを守り、生き物に配
慮した川づくり

全体テーマ
①清流の歴史の物部川
②やすらぎときらめきの川づくり
基本理念
①物部川の表情豊かな自然の継承
②水と緑にふれあうリフレッシュ空
間の創造
③物部川の歴史的遺産の継承

全体的基本方針
①治水・利水・環境計画との整合
②流域との調和
地域的基本方針
①自然環境の保全
②自然とふれあうせせらぎ空間の
創造
③活力と潤いあるレクリエーション
空間の創造
④物部川流域コミュニティー回廊の
形成

出典「物部川ふるさとの
川整備事業　整備計画
書」、「事業概要2005
国土交通省四国地方整
備局高知河川国道事務
所」

重信川
（1級・直轄）

- - － － －

基本理念
豊かに息づく自然と都市の暮らしを
結び、文化の香りを高める重信川
①重信川水系を自然との共生が実
感できる回廊とする
②重信川水系を地域の暮らしを彩
る回廊とする
③重信川水系を地域の連携を育む
回廊とする

①治水・利水・環境の調和
②流域との調整、水系全体としての
調和
③河川空間の独自性の発揮
④地域交流の促進と連携を深める
河川空間環境管理
⑤河川空間環境の秩序ある管理

出典「事業概要2005
国土交通省四国地方整
備局松山河川国道事務
所」

荒川(高麗川）
（1級・直轄）

Ｈ-8 -

平成12年3月に「こまがわ市民会
議」を設立。平成12年12月までの6
回にわたる「こまがわ市民会議」よ
りふるさとの川整備計画を検討。

市民会議での高麗川整備構想図
①水と親しみ・水辺を利用するゾー
ン
②自然とふれあい・学習するゾーン
③豊かな自然を保全・育成するゾー
ン

－ － －

出典「高麗川ふるさとの
川整備事業～市民参加
による川づくり～　」

河川名 備考

計画区分

河川環境管理基本計画ふるさとの川整備計画

H17.9.１ 第６回委員会
資料－４



紀の川水系　紀の川における占用事例表（和歌山河川国道事務所　提供資料）
事例１ 事例２ 事例３

占用の目的 公園（紀の川第３緑地） 運動場（和歌山市民スポーツ広場） 桜づつみ（粉河町桜づつみ公園）

占用の態様概要
遊歩道、舗装止ｺﾝｸﾘｰﾄ、橋、基礎、植樹、日覆、支柱、ベンチ、
シェルター、せせらぎ水路、徒歩池、ゲート、砂場など

野球場３面、球技場１面、テニスコート９面、第５種競技場１面、
子供広場、ゲートボール場１面、排水施設、管理施設、駐車場
施設など

高木、低木、縁石、散策道路、階段、防護柵、街路灯施設、藤
棚、水のみ・手洗い施設、ベンチ、ごみ箱、吸殻入れ、スプリン
グ遊具、シーソー、旗ポールなど

場所
和歌山市中之島９３６番地地先から
和歌山市有本７６０番地の１地先まで
（左岸４．４－１７ｍ～５．０ｋ＋８０ｍ）

和歌山市福島向８６８の１番地先から
和歌山市福島上７０８の５番地先まで
（右岸３．５k付近～３．８ｋ付近）

和歌山県那賀郡粉河町大字粉川字中川７１１－１番地先から
和歌山県那賀郡粉河町大字粉川字中川６８２－２番地先まで
（右岸２７．４－１６．５ｍ～２７．６ｋ＋４８ｍ）

占用面積 ９８，５６０．１３　㎡ １９，４８８．０９　㎡ ４，５１３．４４　㎡

占用期間 平成８年３月１日から平成１３年３月３１日まで 平成１１年１０月１日から平成１６年９月３０日まで 平成１６年２月１日から平成２１年１月３１日まで

申請対象 土地の占用及び工作物の改築（公園） 土地の占用（運動場） 土地の占用（桜づつみ）

河川法の適用 河川法　第２４条及び第２６条第１項 河川法　第２４条 河川法　第２４条

◆「紀の川グリーンベルト構想」として高水敷の公園整備を推進

　紀の川河川敷に残されている不法占用の解決、民地の買収並
びに河口部からの岩出橋までの約１６ｋｍの区間に整備される高
水敷における公園整備を総合的に推進（「紀の川グリーンベルト
構想」）

整備の基本方針
①河川敷地（堤外地）にある不法占用を撤去
②河川敷地（堤外地）にある民有地を河川改修に合わせ順次買収
③治水効果の向上を高めるための河川改修に当たっては、人工ワンド
の整備など自然の保全に留意して進めるとともに、親水護岸を設置し、
水と親しめる環境を整備
④河川改修によって生じる高水敷を一体的に、親水性をもった魅力の
ある公園として整備

航空写真

事業概要

◆国民体育大会（黒潮国体）のラグビー会場（提外地）を和歌山市
が買収、河川敷を占用して開設

　和歌山市立市民スポーツ広場は、昭和４６年に開催した第２６回
国民体育大会（黒潮国体）のラグビー会場として、地権者の理解
により和歌山市が堤外地を買収し、併せて河川敷も旧建設省の厚
情により占用し、昭和４６年３月２０日に開設された。その後、国民
体育大会終了後は、広く一般に開放され、スポーツを愛好する
人々の育成の場、特に青少年の体力、心身の鍛錬の場として数
多くの方々に愛され利用されてきた。

◆桜づつみモデル事業の認定に伴い、河川管理者が整備した堤
防側帯に公園施設として整備

　桜づつみ公園は、紀の川右岸堤防敷と町の土地を利用した桜づ
つみモデル事業の認定（平成４年４月２８日）に伴い、河川管理者
が整備した堤防側帯に公園施設の占用許可を得て整備したもの
で、年間を通じて数多くの町民の憩いの場として、特に家族友人
等のコミュニケーションを図る場として、又幼児から高齢者まで自
然を感じながら心のやすらぐ公園として利用されている。



資料５ 他の河川保全利用委員会の活動状況調査結果 
河川保全利用委員会事務局(庶務) 

 
１．調査方法 
淀川流域管内で河川保全利用委員会を発足し活動している、淀川河川事務所の淀川本

流､宇治川､桂川､木津川下流の委員会活動状況を調査した。 
調査は、淀川管内河川保全利用委員会のホームページで公開している会議議事録、配

布資料等をチェックする方法により実施した。 
 
２．活動状況 
淀川河川事務所では、H15.5より木津川下流から、桂川（H16.9）、宇治川（H16.11）、
淀川本流（H16.12）の順で活動が開始されている。開催回数は、木津川下流の委員会が
6 回開催、他の委員会は 2～3 回の開催である。（活動概要は、表 1 淀川管内河川保全利用
委員会の活動状況参照） 

 
３．調査結果から参考となる内容 

(1)委員会に早い段階から申請者を呼び審査 
木津川下流では､第 2回委員会から、淀川本流､宇治川､桂川では、第 1回委員会か
ら申請者を委員会に呼び、内容の説明を受け審査を開始している。 

(2)申請者に占用申請概要説明書を作成依頼し、説明書の説明を受け審査 
申請者に申請理由等 12項目にわたる占用申請概要説明書を作成依頼。申請者から
説明書の説明を受ける形で審査。不足事項は追加を依頼し、次回に審査をする運営。 
・占用申請概要説明書は、木津川下流で 11 項目、淀川本流で 12 項目に変更。淀川本流の第 1

回準備会議で提案のあった占用申請概要説明書を添付 

・申請者が作成する占用申請概要説明書の作成サンプルを委員会で示して申請者に配布。淀川本

流で提案の、山城町 木津川河川敷運動公園を添付 

 (3)委員会の審議参考資料として、占用個所に対応する施設概要説明書を河川管理者
(事務局)で準備 
施設概要説明書の様式を定め､添付図書として 10 項目を定めた。施設概要説明書
は、事務局で「現況カルテ」の形で整理している。 

(4)審議の評価内容を整理する意味で申請個所別に「評価シート」を事務局で作成 
評価項目を整理する方法として、事務局から淀川水系共通の課題と地域特有の課

題に区分した評価シートを提案。 
・木津川下流、淀川本流､宇治川は当初案を使用。桂川は議論しやすい様式に一部変更して使用 

(5)木津川下流、桂川、淀川本流で審議した意見書を提出 
淀川河川事務所管内で 9件(木津川下流 3件､桂川 4件､淀川本流 2件)が審議済みで
意見書が提出されている。このうち 7件の審議状況を審議済案件一覧表に示す。 
・9件のうち 6件が継続で、3件が新規(桜づつみ計画など堤防提内地側) 

 
以上 

H17.9.1 第６回委員会

資料－５ 



区分 準備会議 現地調査 第１回 第２回 現地調査 第３回 第４回 第５回 第６回

開催日 H16.12.7 H16.12.7 H17.1.17 H17.3.15

参加者 委員＋河川管理者 委員＋河川管理者
委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

審査案
件

占用許可審査
・島本町新規1件
・大阪市更新1件

⇒継続審査･まとめ

意見書
島本町1件、大阪市
1件の意見書提出

開催日 H16.11.9 H16.11.9 H17.1.26 H17.3.15 － H17.7.11

参加者 委員＋河川管理者 委員＋河川管理者
委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

審査案
件

占用許可審査
・京都市更新2件

⇒継続審査 ⇒継続審査

意見書

開催日 H16.9.14 H16.9.14 H16.11.1 H16.11.29 H16.12.9 H17.7.26

参加者 委員＋河川管理者 委員＋河川管理者
委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

淀川環境委員会に
委員長参加

委員＋河川管理者
＋申請者

審査案
件

占用許可審査
・京都市更新2件
・嵯峨自治会更新1
件
・大山崎町新規1件

⇒継続審査･まとめ
大山崎町(新規）現
地調査

占用許可審査
・京都府更新1件

意見書

京都市②③、嵯峨
自治会④､大山崎町
⑤の意見書提出
（12/27）

開催日 H16.5.25 H16.5.25 H16.7.13 H16.9.1 H16.9.26 H16.10.15 H17.1.21 H17.3.8 H17.6.14

参加者 委員＋河川管理者 委員＋河川管理者 委員＋河川管理者
委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

委員＋河川管理者
＋申請者

審査案
件

占用許可審査
・山城町更新1件

山城町現地調査 ⇒継続審査･まとめ

占用許可審査
・八幡市更新2件
・城陽市新規1件
・久殿山町更新1件
・京都府更新1件

⇒継続審査

⇒継続審査
・八幡市更新1件
・久殿山町更新1件
・京都府更新1件

意見書
山城町①の意見書
提出（11/30）

城陽市⑥の意見書
提出

八幡市1件意見書提
出

(※本資料は､淀川管内河川保全利用委員会HPと委員会ニュースから引用して作成)

表１　　淀川管内河川保全利用委員会の活動状況

淀川河川
事務所

委員会の実施状況
事務所名

委員会名
称

木津川下
流

桂川

宇治川

淀川本流

申請者に占用
申請概要説明
書の作成提案

申請者に占用
申請概要説明
書の作成提案

申請者に占用
申請概要説明
書の作成提案

申請者に占用
申請概要説明
書の作成提案

【説明】
(1)委員会参加者数及び傍聴者は省略
(2)申請者に占用申請概要説明書を作成するよう
に依頼し記載内容を審査
(3)同じ占用許可審査の場合は継続とした
(4)意見書は､発行日記載があれば発行日を記載
した
(5)意見書の①②③④⑤⑥の番号は、審議済案
件一覧表の番号と対応させた



表２　淀川管内河川保全利用員会の施設名・許可期限と活動状況

意見紹介
第1回審
議
第2回審
議
第3回審
議
意見書提
出
番
号

山城町 木津川河川敷運動公園 H16.11.30 H16.8.23 H16.9.1 H16.10.15 H16.11.30 ①

久殿山町 木津川河川敷運動公園 H17.9.30 H17.1.21 H17.3.8 H17.6.14

八幡町 八幡市立運動広場 H17.9.30 H17.1.21 H17.3.8 H17.6.14

京都府 京都府木津川運動公園 H17.9.30 H17.1.21 H17.3.8 H17.6.15

八幡町 八幡市児童遊園 H17.8.31 H17.1.13 H17.1.21 H17.3.8 提出済み

城陽市 桜づつみ広場 (※1) 新規 H17.1.13 H17.1.21 H17.3.8 H17.3.1 ⑥

京都市 桂川緑地 H17.3.31 H16.10.22 H16.11.1 H16.11.29 H16.12.27 ②

京都市 桂川緑地離宮前公園 H17.3.31 H16.10.22 H16.11.1 H16.11.29 H16.12.27 ③

嵯峨自治会嵐山児童公園 H17.3.31 H16.10.22 H16.11.1 H16.11.29 H16.12.27 ④

大山崎町 （仮称）桜の堤 (※2) 新規 H16.10.28 H16.11.1 H16.11.29 H16.12.27 ⑤

京都市 淀・桂川グラウンド H17.12.31

京都府 嵐山東公園 H17.11.30 H17.7.26

京都府 桂川運動公園 H18.3.31

京都市 久世ニューリバー公園 H18.3.31

島本町 （仮称）江川公園 (※3) 新規 H17.1.13 H17.1.17 H17.3.15 提出済み

大阪市 自然広場 H16.4.30 H17.1.13 H17.1.17 H17.3.15 提出済み

大阪工大 運動場 H18.3.31

枚方市 淀川河川敷グランド H17.12.31

寝屋川市 運動場 H17.11.30

守口市 運動広場 H18.4.30

高槻市 児童遊園地 H18.3.31

京都市 宇治川公園 H17.9.30 H17.1.26 H17.3.15 H17.7.11

京都市 伏見区民グランド H17.10.17 H17.1.26 H17.3.15 H17.7.11

宇治市 天ヶ瀬公園 H18.3.31

宇治市 白川浜公園 H18.3.31

京都市 庚申町ちびっこひろば H18.3.31

参考　河川保全利用員会（琵琶湖）の施設名・許可期限と活動状況

意見紹介
第1回審
議
第2回審
議
第3回審
議
意見書提
出
番
号

守山市 野洲川小浜河川公園 H18.3.31

守山市 野洲川改修記念公園 H18.3.31

守山市 野洲川川田河川公園 H18.3.31

栗東市 野洲川運動公園 H17.3.31

河川保全利用委員会

申請者 施設名

宇治
川

河川 申請者 施設名 許可期限

瀬田
川

草津
川

委員
会名

（※１）側帯　（※2）提内地　（※３）高規格堤防裏法部

桂川

淀川
本流

木津
川下
流

野洲
川

許可期限
河川保全利用委員会



資料６　委員会審査の進め方と提出書類

１．審査の流れと提出書類

■ 委員会審議に使用する書類の記載内容（案）

　　（審議の進み方により３回、４回と審議を行う）

⑨航空写真

⑩現況写真

⑫自治体の河川環境保全･再生に関する意見･取り組み等

（注)　上記12項目は、淀川河川事務所の河川保全利用委
員会での項目を引用した。

⑧民間企業所有グランド、民間の未利用遊休地等の活用
実績

⑨学校統廃合計画の有無（有りの場合は、調査結果概要
を記載）

⑩市町村合併が行われ､公共施設の統廃合される場合の
跡地の利用計画

⑪河川敷の保全利用に関する自治体に寄せられた住民意
見

《施設概要書の例》

○事務局から審査の補助資料として必
要資料を整理・作成

①位置図

②実測平面図

③実測縦断図面

⑤施設の設置および管理に関する
条例

⑦都市計画マスタープラン

⑧防災計画

④実測横断図面

⑥都市計画図

③自治体全体の公園･グラウンドの配置状況と中長期的配
置計画について

④当該申請施設の概要､主な利用者の居住範囲､利用者
数、利用施設の変遷

⑤当該施設の維持管理について（平常管理､出水時管理､
草刈・除草､ゴミ等の処理）

⑦小中学校の土日及び学休期の校庭開放状況

⑥当該施設周辺の環境調査の有無（有りの場合は、調査
結果概要を記載）

②当該施設の都市計画、防災計画上の位置づけ

(1) 申請（新規・継続）する場合、占用申請者に占用許可申請概要説明書の作成を依頼する

①申請理由(施設が設けられた経緯､施設設置の目的､今
後とも必要となる理由等）

《占用許可申請概要書の例》

(3) 委員会は、２回の審査にて申請内容を判断し意見書を作成する

(2) 占用申請者は、川らしい自然環境への提案を盛り込んだ説明書を作成する。

●占用者に申請書の説明書を作成依頼

委員会から､河川管理者経由で申請者に｢占用許可申請概要説明書」
の作成を依頼する
　・河川管理者は委員会宛てに意見照会書を発行する

占用許可申請概要書
(申請書と説明書を作成)

★川でなければできない利
用の観点で申請書の考えを
盛り込むことを依頼

第１回審査を実施する
　①申請者から申請理由および申請内容を｢占用許可申請概要書」
　　により説明を受ける
　②占用施設の状況を確認する内容の質疑を申請者に対して行う
　③河川環境､地域などの観点からの審議を行う
　④申請者と追加説明事項の確認をする

第２回審査を実施する
　①申請者から追加確認事項の説明を受ける
　②申請者の説明に対して質疑を行う
　③河川環境､地域などの観点から改善事項､付帯条件等の審議を行う
　④審議・意見を取りまとめる

委員会審査の流れ（委員会審査を２回実施の例）

占用許可申請に対する意見書を作成して河川管理者に提出する
　①委員会としての結論を記載
　②委員会としての意見・要望を記載
　　・更新の条件
　　・要望事項
　③検討の経緯を記載する

意見照会書

第１回審査

第２回審査

意見書作成

占用許可申請概要説明書
(記載項目様式提示)

施設概要書
（航空写真など審査
補足資料）

占用許可申請概要説明書
(記載サンプル例提示)

●委員会審査に必要な書類を選
定していただき、書類の準備を行
う

１

H17.9.１ 第６回委員会
資料－６

事務局が作成

（参考）
参考資料１：1-2、1-3参照

申請者が作
成



２．河川保全利用委員会（琵琶湖河川事務所）の審査対象とする占用施設（案）

●対象施設・・・・河川保全利用委員会で審議して意見書を提出する対象施設は以下の内容とする
（説明） 準則の占用施設のうち琵琶湖河川の利用の特徴から対象施設を選定

以下の河川法第24条の許可を必要とする施設とする

○河川敷地占用許可準則第七条一項イからハまでに掲げる施設
イ 公園、緑地又は広場
ロ 運動場等のスポーツ施設
ハ キャンプ場等のレクリエーション施設

○河川敷地占用許可準則第七条八項に掲げる施設
イ グライダー練習場
ロ ラジコン飛行機滑空場

○その他河川管理者が必要と認めた施設

３．参考
（１）淀川本流河川保全利用委員会での占用許可施設

（２）河川法第２４条

引用：H16.12.7　淀川本流河川保全利用委員会準備会議　資料－１

（土地の占用の許可）第24条
　河川区域内の土地（河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地を除く。
以下次条において同じ。）を占用しようとする者は、国土交通省令で定めるところによ
り、河川管理者の許可を受けなければならない。

準則改正で第六項が第八
項に変更

２



資料７　理念とガイドラインの整理

野洲川

瀬田川

草津川

自然と歴史と水辺を生かした公園等
の整備

歴史景観と水辺利用を考えた整備

新しい河川の将来を見た水辺の整
備

(ガイドラインの整理）

スポーツ施設等の、本来河川敷以
外で利用する施設は縮小が原則

河川毎に利用実態が異なるので河川に幅を持たせた
望ましい利用を考える

◆河川の特性を生かした利用のありかた（案）

川でなくても良い占用施設は、時間をかけて縮小をす
る

「川でなければできない利用・川に
活かされた利用」という観点から考
える

(基本理念の整理）

淀川全体の基本理念 琵琶湖河川としての理念

H17.9.１ 第６回委員会
資料－７

事前協議申請の進め方 審査項目（案）

１．委員会審査の流れ
２．申請者が作成する申請書および説明
書
３．事務局で準備する審査補助資料

第6回委員会
資料－６「委員会審査の
進め方と提出書類」を参
照

●委員会で検討を行い作成する。

　　・次項に審査項目の例を紹介



重要度
ランク
評価

必要性 植物

代替性 治水・利水
治水(安
全性)

継続性 文化

占用施設 ふれあい

利用者 地域共存

周囲影響
施設利用
者

周囲影響

将来性

３．占用施設ごとに個別に審査をする

２．占用施設の検証をする

１．占用者への提案

○申請（新規・継続）する場合に占用申請者は、占用許可申請概要説明書を作成する。
○説明書には、「川らしい自然環境での利用の提案」「地域性・公共性を考え占用の必要性」の説明
を盛り込むことを依頼する。
○委員会は、申請者に説明を求め審査し判断する。

◆ポイント
「川らしい自然環境での利用の提案」
　①水位変動で冠水される区域があリ、変化にとんだ地形か
　②固有種を含む多様な生態系が形成されているか
「地域性・公共性を考え占用の必要性」
　①堤内に代替施設を設置することが物理的に可能か
　②スポーツ施設から自然環境に影響の少ない施設へ転換が可能か 景観

河川毎・場所毎に
環境等条件が異な
るので個別に判断
する

貴重種が生息しているか

委員会審査における審査項目（案）

第1回審査として、占用施設の状況を確認する形で申請者に対して、ヒアリングを行う

この場所を必要とする理由は妥当なものか

堤内地で代替可能な施設であるか
代替地の調査範囲はどこまでされたか

施設を変更した場合の支障は何か

整備計画
基礎案か
ら

利用曜日・時間帯は
特定の利用者の独占利用か
一般者の立入りが可能な施設か

施設へのアクセスは容易か
進入路・駐車場はあるか
近傍に河川横断構造物はあるか

占用により河川の生態系が縦横断方向に分
断されているか

淀川水系としての評価項
目

動物

総合評価

維持管理の方法は決まっているか
定期的更新に必要な期間はどのくらいか
動力を持込んで使用する施設はあるか

申請のある占用施設を検
証する

最近の冠水した記録(冠水頻度)は？
水衝部に該当している個所か

地域

文化遺産､歴史的に保存する個所はあるか

子供からお年寄りまでが使える公園か

第１回及び第２回審査で、各河川毎の特徴を盛り込んだ評価項目により評価を実施する。項目の重要性か
ら､改善内容､付帯条件を抽出する。

地域防災計画の広域避難場所に指定されて
いるか

瀬や淵など変化にとんだ河川空間となる場
所か

旧河川や周囲と共存している施設か

利用者

申請者が利用実態を把握しているか

車の乗り入れ、駐車場の問題はないか

許可の期限は､5年か3年か？

審査のキーワード 審査項目例

公園の質 本来持った地形･植生を活かした公園か

動植物

景観 水際 水際部分の利用規制をかけることは可能か

●委員会またはＷ
Ｇで、「審査のキー
ワード」、「審査項
目」の検討を行い
審査表を作成する



【今後の委員会運営､審議内容について（案）】

第１回委員会 ○委嘱状交付 ○各河川の現状説明①

（H16.11.7) ･ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ説明

実施済み

第２回委員会

（H16.12.15)

実施済み

第３回委員会 ○現地調査

（H17.1.19)  現地視察､感想会

実施済み

第４回委員会 ○望ましい河川とは①

（H17.2.16)  公園事例を基にした議論

実施済み

第５回委員会 ○望ましい河川とは②

（H17.6.24)  新たな案件から見た議論

実施済み

第６回委員会 ○望ましい河川とは③ ○審議の方向性検討

（H17.9.1) 他の河川事例から見た議論  審議の方向性確認

 検討項目確認

第７回委員会 ○審議方法の検討

（H17.１０月上旬)  審議方法原案の審議

第８回委員会 ○審議方法の成案

（H17.１1月中旬)  審議方法決定

第９回委員会 ○個別案件の審議（１）

（H18.１月中旬)  申請者からの説明・審議

第１０回委員会 ○個別案件の審議（２）

（H18.２月下旬) 　意見書案の検討

　⇒意見書答申

○各河川の基本理念の
原案

その他､河川保全に
関する意見提案

○各河川の現状説明②
現地調査に向けての説明
･歴史･回収･利用の現状
･自然環境

○河川管理者からの提
示
･河川敷地占用のあらまし
･基本理念､ガイドラインにつ
いて

委員会運営など全体事項
各河川の基本理念の検
討

「河川利用指針（ガイドラ
イン）の策定

事前協議申請の諮問に
対する審議

ガイドライン（案）の
検討

・事前協議提出資料
･審査のポイント

ガイドラインの公
表

必
要
に
応
じ
て
随
時
提

案

H17.9.1 第６回委員会

資料－８




